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地域地域のの暮らし暮らしをを支える支える
� 仕組みづくり� 仕組みづくり

令和８年７月５日

私たちと一緒に新しい世界で活動しませんか
健康増進に役立つスポーツや人との交流が
広がるカラオケ等、視力がなくても楽しく参加
できますよ！

私たちと一緒に新しい世界で活動しませんか
健康増進に役立つスポーツや人との交流が
広がるカラオケ等、視力がなくても楽しく参加
できますよ！

問合せ先：問合せ先：井上　誠一（役員）井上　誠一（役員）

活 

動
し
て
い
ま
す

社
会
全
体
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
に

貝塚市からの補助金・受託金� （千円）
一般運営費 7,819
小地域ネットワーク活動推進事業費 14,937
日常生活自立支援事業費 3,549
ふれあい喫茶運営費 1,815
ふれあい訪問事業 50
コミュニティソーシャルワーカー配置促進事業 15,750
重層的支援体制整備事業 10,629
生活支援コーディネーター事業 20,000
子育て支援センター事業 14,043
一時預かり事業 3,114
ファミリーサポートセンター事業 5,860
基幹相談支援センター事業（者） 24,676
基幹相談支援センター事業（児） 8,740
家計改善支援事業 4,698
成年後見制度利用支援事業 12,622

決算について
令和7年度一般会計決算�208,891千円

（サービス区分間繰入16,858千円含む）

支出

収入

前期末支払資金残高（2,153）前期末支払資金残高（2,153）
サービス区分間繰入金収入（16,858）サービス区分間繰入金収入（16,858）

その他の活動による収入（1,965）その他の活動による収入（1,965）その他収入（174）その他収入（174）
受取利息配当金
収入（760）
受取利息配当金
収入（760）
障害福祉サービス
等事業収入（87）
障害福祉サービス
等事業収入（87）
事業収入（978）事業収入（978）

受託金収入（135,831）
うち貝塚市から（120,132）
受託金収入（135,831）
うち貝塚市から（120,132）

経常経費補助金収入
（39,927）
うち貝塚市から
（28,171）

経常経費補助金収入
（39,927）
うち貝塚市から
（28,171）

寄付金収入（332）寄付金収入（332）
会費収入（9,826）会費収入（9,826）

その他事業費（2,039）その他事業費（2,039）共同募金事業（7,326）共同募金事業（7,326）

権利擁護事業
（26,443）
権利擁護事業
（26,443）

生活困窮者関連事業
（6,226）
生活困窮者関連事業
（6,226）

児童福祉事業
（23,449）
児童福祉事業
（23,449）

障害者福祉事業
（33,641）
障害者福祉事業
（33,641） 高齢者

福祉事業
（21,263）

高齢者
福祉事業
（21,263）

総合相談
支援事業
（26,379）

総合相談
支援事業
（26,379）

ボランティア
センター
運営事業
（2,677）

ボランティア
センター
運営事業
（2,677）

小地域ネットワーク活動
推進事業（20,821）
小地域ネットワーク活動
推進事業（20,821）

地区福祉委員会
活動推進事業
（7,513）

地区福祉委員会
活動推進事業
（7,513）

法人運営事業
（31,114）
法人運営事業
（31,114）

　
皆
が
よ
く
カ
ラ

オ
ケ
で
歌
う
♪
街

の
灯
り
が
と
て
も

き
れ
い
ね
ヨ
コ
ハ

マ
♪
こ
の
フ
レ
ー

ズ
で
始
ま
る
「
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
や

「
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
」
な
ど

を
手
掛
け
、
昭
和
の
歌
謡
界
を

牽
引
し
た
作
詞
家
の
橋
本
淳
さ

ん
が
死
去
し
た
。
グ
ル
ー
プ
サ

ウ
ン
ズ
の
代
表
作
家
と
し
て
も

知
ら
れ
、
「
ブ
ル
ー
・
シ
ャ
ト

ウ
」
は
、
昭
和
42
年
の
日
本
レ

コ
ー
ド
大
賞
に
輝
い
た
◆
そ
し

て
今
年
も
ま
た
出
た
。
出
生
数

67
万
人
で
最
少
更
新
。
厚
生
労

働
省
は
、
令
和
７
年
の
人
口
動

態
統
計
を
発
表
し
た
。
昨
年
１

年
間
に
国
内
で
生
ま
れ
た
日
本

人
の
子
ど
も
の
数
（
出
生
数
）

は
67
万
１
２
３
６
人
で
過
去
最

少
と
な
り
、
１
８
９
９
年
の
統

計
開
始
以
降
ま
た
ま
た
70
万
人

を
下
回
っ
た
。
１
人
の
女
性
が

生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
を
示

す
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
１
．

１
４
と
な
り
３
年
連
続
で
過
去

最
低
を
更
新
し
た
。
た
だ
、
出

生
数
の
対
前
年
減
少
率
は
２
．

２
％
で
、
５
％
台
で
推
移
し
た

令
和
４
～
６
年
に
比
べ
穏
や
か

な
減
少
と
な
っ
た
。
婚
姻
件
数

は
前
年
に
比
べ
４
０
２
７
組
多

い
48
万
９
１
１
９
人
で
２
年
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。
死
亡
数

は
、
５
年
ぶ
り
の
減
少
と
な
る

１
５
８
万
９
４
８
９
人
。
死
亡

数
か
ら
出
生
数
を
引
い
た
人
口

の
「
自
然
減
」
は
19
年
連
続
と

な
っ
た
◆
中
東
情
勢
の
悪
化
な

ど
に
よ
る
物
価
上
昇
は
、
生
活

費
を
圧
迫
し
、
少
子
化
を
加
速

さ
せ
か
ね
な
い
。
引
き
続
き
社

会
全
体
で
子
育
て
環
境
を
推
進

し
、
経
済
的
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
や
す

い
環
境
作
り
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
必
要
だ
。
（
M
）

　
本
年
度
は
、
本
会
の
活
動
指
針
で
あ
る
「
第
５
次
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
に
基
づ
き
、
基
本
目
標
「
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
」
に
重
点
を
お
い
た
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
身
近
な
相
談
機
関
と
し
て
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
権
利
擁
護
支
援

及
び
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
特
に
「
権
利
擁

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
い
づ

か
」
の
開
設
・
運
営
、
相
談
支

援
体
制
の
充
実
、
社
協
活
動
の

啓
発
等
に
注
力
し
、
組
織
体
制

の
見
直
し
に
よ
る
効
果
的
な
事

業
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

１
．�

権
利
擁
護
支
援
の
推
進
と

中
核
機
関
の
開
設

　
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の

推
進
３
年
目
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
権
利
擁
護
支
援
体
制
の

構
築
に
注
力
し
ま
し
た
。
特
に

市
か
ら
受
託
し
た
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
に
お
け
る
中
核
機

関
（
通
称
：
権
利
擁
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
か
い
づ
か
）
に
つ

い
て
は
、
開
設
に
向
け
て
９
月

末
ま
で
は
準
備
会
を
開
催
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や

運
営
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
し

た
。
10
月
の
開
設
後
は
、
相
談

対
応
や
関
係
機
関
と
の
連
携
調

整
を
行
い
、
権
利
擁
護
支
援
の

拠
点
と
し
て
着
実
な
運
用
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
制
度
利
用

に
関
す
る
相
談
支
援
や
普
及
啓

発
を
通
じ
て
、
成
年
後
見
制
度

を
始
め
と
す
る
権
利
擁
護
支
援

に
関
す
る
理
解
促
進
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

２
．
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
お
い
て

は
、
地
域
住
民
や
関
係
団
体
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。
特
に

拡
大
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
を

通
じ
て
、
個
別
の
課
題
や
地
域

課
題
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
活
動
や
相
談
支

援
を
通
じ
て
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
課

題
の
早
期
把
握
と
支
援
に
つ
な

が
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
し

た
。

３
．�「
社
協
を
知
る
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

（
通
称
：
ほ
ん
な
ら
Ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
）」
の
作
成

　
社
協
の
役
割
や
活
動
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

「
社
協
を
知
る
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」

（
通
称
：
ほ
ん
な
ら
Ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
）
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
第
１
版
を
地
域
の
関
係
者

に
配
布
し
た
後
は
、
直
接
寄
せ

ら
れ
た
感
想
や
意
見
を
集
約
す

る
と
と
も
に
、
内
容
の
見
直
し

や
改
善
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り

充
実
し
た
第
２
版
（
完
成
版
）

の
作
成
へ
と
つ
な
げ
ま
し
た
。

４
．�

相
談
支
援
体
制
の
拡
充
と

組
織
運
営
の
強
化

　
受
託
事
業
の
拡
大
に
伴
い
職

員
体
制
の
充
実
を
図
る
中
で
、

円
滑
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め

組
織
再
編
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
部
署
の
役
割
を
整
理
し
、
情

報
共
有
や
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
相
談
支
援
や
地
域
支
援

を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
は
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
拡
充

し
、
障
害
児
か
ら
障
害
者
ま
で

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
相
談

支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

6月10日に理事会、6月29日に評議員会を開催し、令和７年度事業報告・決算を承認しました。6月10日に理事会、6月29日に評議員会を開催し、令和７年度事業報告・決算を承認しました。

手
話
サ
ー
ク
ル
貝
の
子竹

下
　
武

　
定
年
退
職
し
て
ひ
き
こ
も
り

が
ち
な
生
活
を
し
て
い
た
時
、

ろ
う
者
（
重
度
聴
覚
障
害
者
）

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

20
年
ぶ
り
に
手
話
サ
ー
ク
ル
に

復
帰
し
ま
し
た
。

　
手
話
は
、
手
の
形
や
表
情
な

ど
を
駆
使
し
て
表
現
す
る
言
語

で
あ
り
、
ろ
う
者
の
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。

　
手
話
通
訳
を
す
る
時
、
言
葉

の
意
味
を
正
し
く
瞬
時
に
理
解

し
て
、
双
方
の
言
語
に
変
換
し

ま
す
。
で
す
か
ら
日
々
、
日
本

語
の
勉
強
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
と
、
手
話=

ろ
う
者
に

関
わ
っ
て
社
会
勉
強
も
し
て
い

ま
す
。
「
ろ
う
者
は
、
社
会
生

活
の
中
で
、
ど
ん
な
不
便
や
苦

労
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と

い
う
こ
と
も
考
え
ま
す
。

　
ろ
う
者
に
は
、
音
声
に
よ
る

情
報
は
届
き
に
く
い
で
す
。
手

話
や
文
字
、
画
像
等
に
よ
る
視

覚
情
報
が
必
要
で
す
。

　
誰
か
が
不
便
な
こ
と
は
、
同

じ
よ
う
に
不
便
に
感
じ
て
い
る

人
が
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
よ

う
な
不
便
を
一
つ
で
も
無
く
し

て
い
け
ば
、
ろ
う
者
は
も
と
よ

り
、
社
会
全
体
が
よ
り
暮
ら

し
や
す
く
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
い

ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
話
し
ま
す
。
そ

し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
ろ
う
者
の

た
め
に
と
始
め
た
手
話
学
習

が
、
知
ら
ぬ
間
に
自
身
の
生

涯
学
習
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
持
ち
つ
持
た
れ
つ
、
笑
顔

で
活
動
で
き
れ
ば
、
こ
ん
な

楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日付：9月12日（土）　場所：コープ貝塚
時間：�10：00～12：00・13：00～16：30

日付：7月18日（土）　場所：イオン貝塚
時間：10：00〜12：00・13：00〜16：30

輸血の安全性を高めるため、400mlの献血が求められています。
対象は男性17～69歳・女性18～69歳で、いずれも体重50kg以上のかた
です。※ただし、65歳以上のかたについては、60～64歳の間に献血経験がある方に限られます。

問合せ先　社会福祉協議会　☎072-439-0294

「献血で 誰かに届く あなたの勇気」「献血で 誰かに届く あなたの勇気」
「うちは大丈夫？」から始める遺言の話

遺言書がなければどうなるの？
遺言でできること・できないことについて話を聞いてみませんか？

  講　師  　�司法書士・行政書士みなみ大阪法務事務所 
溝上 裕介 氏

  日　時  　�令和８年９月９日（水）13：30 ～ 14：30
  場　所  　貝塚市保健・福祉合同庁舎　３階　大会議室
  対象者  　貝塚市在住・在勤・在学の方　50 名（先着順）
  申込方法  　�電話、FAX、またはメールでお申し込み下さい
  申込・問合せ先  　�権利擁護サポートセンターかいづか（貝塚市社協内） 

☎ 072-493-3111　FAX：072-439-0035�
Email：ka-shakyo@aa.wakwak.com

～知っておきたい基本のキ～
うちは資産が少ない
から関係ない？

エンディングノートに
書いたから大丈夫？

身寄りがないと
私の財産はどうなるの？

　毎年７月に「愛の血液助け合い運動」月間を実施しています。本運動
を通じて、国民一人ひとり、特に若い世代に献血へのご理解とご協力を
呼びかけます。献血は命を救う身近なボランティアです。
　ぜひ、献血のご協力をお願いいたします。

７月は「愛の血液助け合い運動」月間です

貝塚市社会福祉協議会では、
正規職員２名を募集します。職員募集職員募集

 応募資格 　�昭和39年10月2日以降に生まれた人で、普通自動車免許（AT限定可・新卒
者は取得見込み可）を所持しており、次の①～②の要件のいずれかを満たす人
①�社会福祉士、精神保健福祉士、保健師、看護師のいずれかの資格を有する人
（新卒者は取得見込み可）
②�介護支援専門員または社会福祉主事任用資格を有し、相談業務に３年以上
従事している人

 採 用 日 　令和8年10月1日　※採用日は相談に応じます
 業務内容 　�社会福祉協議会が行う事業全般（コミュニティソーシャルワーク、権利擁護に

関する相談業務、総務企画・啓発業務等）及び一般事務
 募集期間 　�令和８年７月13日（月）から令和８年８月10日（月）まで（必着）
 試 験 日 　令和８年８月16日（日）
※�業務内容、勤務条件、提出書類、試験内容など詳細は貝塚市社会�
福祉協議会ホームページの募集要項を参照してください。

 問合せ先 　�貝塚市畠中1-18-8　保健・福祉合同庁舎内�
貝塚市社会福祉協議会　☎072-439-0294

　鳥羽町会では、６月13日（土）午前11時から「鳥羽ふれあいランチ」をオープンし、来
場者38名、スタッフ14名が参加しました。
　子どもから高齢者まで町内の住民が気軽に集まれる交流の場をつくりたいとの思いで
立ち上げました。
　また、ランチにした理由は、モーニングよりゆったり外出で
き、運営する側の負担も少なく、活動しやすく楽しく参加でき
るようにと考えたからです。
　この日は、子どもたちの居場所づくりと地域住民との交流活
動として行っている「寺子屋」のノウハウを生かして、役員を
中心としたメンバーが調理や配膳、案内係等を担当しました。
　高齢者や親子連れ、「町内放送を聞いてきた」と友達同士で参
加した子どもたちなどが、カレーライスを食べながら楽しい時
間を過ごしていました。
　今年度は、今後５回の開催予定で、季節に応じて豚汁や炊き
込みご飯などの献立も予定されています。

鳥羽ふれあいランチ鳥羽ふれあいランチ気軽に集まれ
る
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